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３.総合計画の役割 4.総合計画の

位置付け
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2.直面する課題1.趣旨

新市誕生後、最初に策定した松浦市総合計画の計画

期間が、平成28年度をもって終了しています。計画終了

後からこれまでの間は、「松浦市まち・ひと・しごと創生

総合戦略」によって、人口減少問題を克服するための

施策を展開してきました。平成23年の地方自治法の

改正により、総合計画の策定義務は廃止され、地方

の創意工夫による自由な計画づくりが可能になった

ことから、新たな総合計画を策定するという趣旨に

おいて、地域社会全体の公共計画として位置づけて

います。

・人口減少社会への対応　・持続可能な産業構造の構築　・住民ニーズの多様化、複雑化

・まちの現状や課題の共有　・まちの良さ、魅力の共有　・まちづくりの目標、行動指針、成果の共有

・法に基づく計画⇒地域の特性に合わせた計画　・行政起点の計画⇒地域起点の計画

・行政施策を示す計画⇒市民と行政の行動指針を示す計画

これから迎える人口減少社会への対応と人口減少にあらがう取り組みとして、住民主体の

活動を促進するとともに市の施策を総合的かつ計画的に実施していくため、新たな総合

計画は、市民と行政が、将来ビジョンを共有する「地域社会全体の計画（公共計画）」として

策定しました。
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